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●グローバル化の進展による
　国際的な都市間競争の激化

●名古屋市・名古屋圏※の経済規模（名目GDP） ●国内主要港の貿易額
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※名古屋圏　
　…愛知県、岐阜県、三重県
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　20世紀後半から始まった経済のグロー
バル化の進展により都市の魅力・競争力が
問われる本格的な都市間競争の時代へと
進んでいます。
　こうした中で、各圏域の中核・中枢機能を
担い、日本経済をけん引する大都市が都市
間競争を勝ち抜いていくためには、大都市
自身の魅力・都市機能の向上に加え、国際
競争力強化に向けた国家的な戦略や制度
改革が求められています。


